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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、９世紀中葉から 11 世紀前半にかけて敦煌オアシスを中心に成立した河西帰義軍節度使政権を考察の対
象とし、敦煌文書の分析を通じて政権と仏教教団、王権と仏教思想の関係に新たな光りをあてようとしたものである。 
 第１章では、祈願文史料として敦煌文書 S.4504v を取り上げ、そこに記される中国皇帝を筆頭に列挙される功徳廻
向者の序列に着目する。申請者はそこから帰義軍時代最初期における政権および仏教教団関係者の序列を抽出し、そ
れが令六和尚すなわち三蔵法師呉法成を頂点とするものであったことを明らかにしている。また令六がチベット語リ
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